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氏名（フリガナ） 今本繁（イマモト シゲル） 

所属 合同会社ＡＢＣ研究所 

連絡先 

住所 
〒804-0072 福岡県北九州市戸畑区７－１６－１０２ 

電話 ０９３－２８７－７６６２ メール simamoto66@gmail.com 

題目： 強度行動障害のある人を地域で支えるには？ 

 

 

企画趣旨（800字程度でご紹介ください。） 
強度行動障害は、医学的診断基準ではない。行動の状態像の極端に悪化して、通常の家庭生活や福祉的処遇が

困難になってしまう状態像を表す。激しい自傷・他害・物の破壊、睡眠リズムの昼夜逆転、著しい多動、食べら

れないものを口にするなどの行動が見られ、重症度により点数化され処遇のために活用されており、一般的に

10点以上である。強度行動障害のある人は、重度の知的障害や自閉スペクトラム症、重度の心身障害を合併し

ていることが多い。思春期頃から顕在化されることが多く、成人期に重症化することが多い。 

本シンポジウムでは、3人の話題提供者をお呼びした。1人目は、埼玉県で放課後等デイサービスを運営をし

ている新野氏に児童期の強度行動障害の事例について、その対応と課題について報告してもらう。2人目は、佐

賀県で成人の生活介護事業所で支援を行っている吉永氏に青年期から強度行動障害のある事例を紹介してもら

う。自閉スペクトラム症の人には、構造化による指導が行動を落ち着かせるのに効果的であるが、本事例では学

童期から取り組んでいる。状態像を悪化させる要因について明らかにしたいのと、精神病院との連携について伺

いたい。3人目は、自閉症支援と構造化による指導の専門家でもある水野氏に話題提供していただく。構造化に

よる指導や手立てによって行動が落ち着いた事例について報告していただき、予防のための取り組みやその方

法論を広めるための課題について明らかにしたい。 

指定討論は、福岡市での強度行動障害の施策を進めてきた野口氏と学識経験者の倉光氏にお願いしている。そ

れぞれの話題提供者に福岡市での取り組みや専門家としての立場から、討論をしていただく。自主シンポジウム

の企画と司会は、北九州市で自閉スペクトラム症の個別療育と相談、施設コンサルテーションを行っているＡＢ

Ｃ研究所の今本が務める。 

＊印の人は交渉中 

登壇者（メンバー） 

氏名（フリガナ） 所属 役割（○をつけてください） 

今本繁（イマモト シゲル） 合同会社ＡＢＣ研究所 企画・司会･話題提供・指定討論 

野口幸弘（ノグチ ユキヒロ） 
社会福祉法人福岡障害者支援セ

ンター 
企画・司会･話題提供・指定討論 

倉光晃子（クラミツ アキコ） 西南学院大学 企画・司会･話題提供・指定討論 

新野弘一良（シンノコウイチロウ） 特定非営利活動法人FRONTIER 企画・司会･話題提供・指定討論 

＊水野敦之（ミズノ アツシ） 
社会福祉法人宮崎県社会福祉事

業団 
企画・司会･話題提供・指定討論 

吉永菜穂子（ヨシナガ ナオコ） 特定非営利活動法人それいゆ 企画・司会･話題提供・指定討論 
 

 

 

 


